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　 （証券コード 5476）

　 平成23年６月９日

株 主 各 位　

　 東京都千代田区岩本町一丁目10番５号

　 日本高周波鋼業株式会社
　

代表取締役
社　　　長 大 西 功 一

第86回　定時株主総会招集ご通知

拝啓　日頃より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　本年３月の東日本大震災により、被災された株主の皆様には心からお見
舞い申し上げます。　
　さて、当社第86回定時株主総会を下記により開催いたしますので（開催
場所が昨年と異なります）、ご出席くださいますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面または電磁的方法により議決権を行使する

ことができますので、お手数ながら後記株主総会参考書類（39ページから47ページま

で）をご検討くださいまして、平成23年６月27日（月曜日）午後５時30分までに議決

権をご行使いただきますようお願い申し上げます。

　

【書面（議決権行使書）により議決権を行使される場合】

　同封の議決権行使書用紙に各議案に対する賛否をご表示いただき、上記の行使

期限までに到着するようご返送ください。

　

【インターネットによる議決権行使の場合】

　インターネットにより議決権行使サイト（http://www.it-soukai.com/）にアク

セスいただき、画面の案内に従って賛否を入力し、上記の行使期限までに議決権

を行使していただきますようお願い申し上げます。

　議決権行使サイト（http://www.it-soukai.com/）より議決権をご行使いただく

場合、その他議決権行使に関する事項は、48ページから49ぺージの「インターネ

ットでの議決権行使について」をご参照ください。

　なお、議決権行使書面とインターネットによる方法と重複して議決権を行使さ

れた場合は、インターネットによる議決権行使を有効なものといたします。

　

敬　具



－ 2 －

記

　

１．日 時 平成23年６月28日（火曜日）午前10時

２．場 所 東京都千代田区丸の内三丁目２番１号

　 　 東京會舘　11階「シルバールーム」

（開催場所が昨年と異なりますので、末尾の「株主総会会場

ご案内図」をご参照のうえ、お間違いのないようお願いいた

します。）

３．株主総会の目的である事項

　 報 告 事 項 1.　第86期（平成22年４月１日から平成23年３月31日まで）

事業報告、連結計算書類ならびに計算書類報告の件

　 　 2.　会計監査人および監査役会の第86期連結計算書類監査結

果報告の件

　 決 議 事 項 　

　 第１号議案 剰余金の処分の件

　 第２号議案 取締役８名選任の件

　 第３号議案 監査役２名選任の件

　 第４号議案 補欠監査役１名選任の件

４．招集にあたっての決議事項

　代理人により議決権を行使される場合は、代理人は議決権を有する他の株主１名

とさせていただきます。その際、株主様ご本人の議決権行使書用紙とともに、代理

権を証明する書面を当日に会場受付にご提出ください。

以　上　

　

　

　



　当日ご出席の場合は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出く

ださいますようお願い申し上げます。

　なお、株主総会参考書類ならびに事業報告、連結計算書類および計算書類に修正が

生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイト（http://www.koshuha.co.jp/）

において掲載させていただきます。
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（添付書類）

事　業　報　告

（平成22年４月１日から）平成23年３月31日まで
　

１．企業集団の現況に関する事項
　
(1) 事業の経過およびその成果

当連結会計年度におけるわが国経済は、経済対策の効果や海外経済の伸長に伴う

輸出の増加等により、緩やかに回復してまいりました。本年３月11日に発生した東

日本大震災および原発事故により、企業活動や個人消費に一部落込みがありました

が、年度を通じ、総じて回復基調で推移しました。

　鉄鋼業界におきましては、震災の影響もあり、３月は前年同月比で17ヶ月振りの

減少となりましたが、年間の粗鋼生産量は前年度に比べ14.8％増加して、11,077万

トンとなり、２年振りに１億トン台を回復しました。

　特殊鋼業界におきましても、３月は前年同月比で16ヶ月振りの減少となりました

が、年間の特殊鋼熱間圧延鋼材の生産量は前年度に比べ33.1％増加して2,092万トン

となりました。

　このような経済環境のもと、当社グループは需要の増加に対応する生産体制を整

えるとともに、コスト改善に取り組んだ結果、一部震災による損失はあったものの、

当連結会計年度の業績は売上高39,822 百万円(前年同期比34.1％増)、営業利益851

百万円(前年同期は1,875百万円の損失)、経常利益847百万円(前年同期は2,003百万

円の損失)、当期純利益828百万円(前年同期は2,043百万円の損失)となりました。

　

①　部門別の状況

〔特殊鋼部門〕

　ＨＤＤ（ハードディスクドライブ）向けや自動車関連需要が堅調に推移したこ

とに加え、産業機械向けの需要が回復したことなどにより数量が増加し、当連結

会計年度の売上高は30,525百万円（前年同期比30.7％増）となりました。営業利

益につきましては、販売数量の増加と需要環境の変化に対応する生産体制の整備

やコスト改善活動に取り組んだ結果、345百万円（前年同期は1,878百万円の損失）

となりました。

〔鋳鉄部門〕

　主力の需要業界であるトラック、建設機械、産業機械向けが堅調に推移したこ

とや新規拡販等により、当連結会計年度の売上高は7,451百万円（前年同期比52.2%

増）となりました。営業利益につきましては、一部震災影響による生産減、出荷

調整があったものの、年度を通じて高水準な生産が継続できたことやコストダウ

ン効果もあり、467百万円（前年同期比172.2％増）となりました。
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〔金型・工具部門〕

　自動車・建設機械関連の需要回復に伴う金型部品や関連工具の受注回復により、

当連結会計年度の売上高は1,845百万円（前年同期比28.1%増）となり、営業利益

は38百万円（前年同期は168百万円の損失）となりました。

　

②　部門別販売状況
　 （金額：百万円）

部 門
前期・85期 当期・86期 増減率

（％）販売金額 構成比(％) 販売金額 構成比(％)

特殊鋼

工 具 鋼 9,784 33.0 12,376 31.1 +26.5

特 殊 合 金 8,339 28.1 10,754 27.0 +29.0

軸 受 鋼 他 5,231 17.6 7,394 18.6 +41.3

小 計 23,355 78.7 30,525 76.7 +30.7

鋳 鉄 4,895 16.5 7,451 18.7 +52.2

金 型 ・ 工 具 1,440 4.8 1,845 4.6 +28.1

合 計 29,691 100.0 39,822 100.0 +34.1

(上記の内、輸出額) (4,025) (13.6) (5,074) (12.7) (+26.1)
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(2) 対処すべき課題

　日本経済につきましては、リーマンショック以降国内需要の回復と堅調な輸出に

より、緩やかながらも回復を維持してきました。しかしながら、この度の東日本大

震災による日本経済への影響は大きく、今後の見通しにつきましては不透明といわ

ざるを得ません。特に上半期につきましては震災によるマイナス影響は不可避と予

想されますが、どの程度の影響となるのか、また下半期以降の回復がどの程度進む

のか見通すことが困難な状況にあります。

　一方、世界経済の見通しにつきましては、中国や新興国での経済発展に支えられ、

引き続き成長を維持すると予想されますが、これに伴う鉄スクラップや合金鉄価格

の上昇懸念があります。また中近東地区での政情不安により、石油を始めとした燃

料価格が上昇基調に推移すると想定されます。

　当社グループとしては不透明な事業環境を見極めつつ、営業、生産面でタイムリ

ーかつ柔軟に対応し、最大収益の確保に取り組む考えです。原燃料価格の上昇に対

しては徹底したコストダウンを図るとともに、同時に販売価格への転嫁を進めてい

きます。加えて、中期課題である製品構成の高度化、中国や新興国を中心とした海

外向けビジネスの拡大、特殊鋼業界でのナンバーワンＱＣＤ（注）の構築に取り組

み、事業基盤の強化に努めてまいります。

①特殊鋼部門

〔工具鋼分野〕

・国内では高抗張力鋼板プレス用金型用鋼を含めた冷間プレス用金型用鋼のシ

リーズ整備、また、素形材製品による環境エネルギー分野への取り組みを進

めていきます。

・カムス（工具鋼流通会社）では、熱処理、表面処理事業を強化していきます。

・海外では中国、東南アジア向けに高級プラスチック金型用鋼等の新規投入や、

工具鋼販売に不可欠な熱処理など付加価値機能の確保を進めていきます。

〔特殊合金分野〕

・国内では、ＨＤＤ、自動車、電子材料等の用途の他、環境エネルギー関連の

特殊溶接材料等独自性の高い製品の拡販を図っていきます。

・海外へは、現地ニーズに合った独自製品の上市を進めていきます。

〔軸受鋼分野〕

・ＨＤＤ向け等での小細径ニーズの拡大への対応等、神戸製鋼グループにおけ

る二次加工拠点として柔軟な生産体制を構築していきます。

〔富山製造所〕

・高付加価値化製品の拡大に向けて、神戸製鋼との連携強化により商品開発を

加速していきます。

・設備投資等により、品質の向上、高機能材拡大に向けた生産体制の強化を進

めます。

・多能工化の推進、省力投資等により生産性向上を進め、コスト競争力を強化

していきます。
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・システム再構築などにより、生産リードタイムの短縮を進めます。

②鋳鉄部門

・国内でこれまでの既存アイテムの他、油圧部品、電力関連、鉄道車両、船舶

等新分野への参入により顧客層を拡大し、需要の安定化を目指すとともに、

需要増に対応して生産体制の整備を進めます。また、機械加工品の積極的な

取り込みにより高付加価値化を進めます。

③金型・工具部門

・リードタイムの短縮と生産性の向上に努め、短納期対応・コスト低減に努め

ます。また、新規分野関連の開発も積極的に進めます。

④グループ共通

・当社グループは行動規範である「社会と共生し、信頼される企業グループを

目指す」を念頭におき、安全活動、環境保全、防災対策、人材育成を通じて

ＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の推進を実施してまいります。

　また今後とも、法令遵守の徹底、リスク管理体制の強化を図ることで、株主、

顧客の皆様の信頼に応えられる企業になるべく努力してまいります。

　株主の皆様には今後ともより一層のご支援を賜りますようお願い申し上げます。

　

　（注）ＱＣＤ={Ｑ=Quality(品質)、Ｃ=Cost(価格)、Ｄ=Delivery(納期)}
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(3) 財産および損益の状況の推移

①　企業集団の財産および損益の状況

区 分
第83期

(平成19年度)
第84期

(平成20年度)
第85期

(平成21年度)

第86期
(平成22年度)
(当連結会計年度)

売 上 高 53,424 百万円 48,747 百万円   29,691 百万円   39,822 百万円

経 常 損 益 2,504 百万円 △224 百万円  △2,003 百万円  847 百万円

当 期 純 損 益 1,860 百万円 △1,560 百万円  △2,043 百万円  828 百万円

１株当たり当期純損益 12.68 円 △10.64 円  △13.93 円  5.65 円

総 資 産 49,621 百万円 40,961 百万円   39,693 百万円   41,773 百万円

純 資 産 21,954 百万円 19,721 百万円   17,533 百万円   18,336 百万円

（注）　百万円単位記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
　

②　当社の財産および損益の状況

区 分
第83期

(平成19年度)
第84期

(平成20年度)
第85期

(平成21年度)

第86期
(平成22年度)
(当　期)

売 上 高 40,126 百万円 37,223 百万円   21,420 百万円   28,589 百万円

経 常 損 益 2,111 百万円 △149 百万円  △1,770 百万円  536 百万円

当 期 純 損 益 1,727 百万円 △752 百万円  △1,840 百万円  746 百万円

１株当たり当期純損益 11.77 円 △5.13 円  △12.55 円  5.09 円

総 資 産 43,699 百万円 37,407 百万円   34,641 百万円   35,969 百万円

純 資 産 21,623 百万円 20,201 百万円   18,212 百万円   18,931 百万円

（注）　百万円単位記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
　

(4) 設備投資の状況

　当連結会計年度において実施した企業集団の設備投資の総額は969百万円であり、

主なものは当社富山製造所の1500t鍛造プレス用マニプレータ更新152百万円、3000t

鍛造プレス機リース買取151百万円、軸受鋼生産設備改良工事111百万円などであり

ます。

　

(5) 資金調達の状況

　当連結会計年度における企業集団の設備投資資金は、自己資金により充当いたし

ました。当企業集団において増資、社債発行等による資金調達はありません。
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(6) 主要な事業内容（平成23年３月31日現在）

特殊鋼部門 ：鍛鋼品（ダイス鋼、プラスチック金型用鋼、その他精密鍛造材

他）圧延鋼材・同二次加工品（軸受鋼、特殊ステンレス鋼、特

殊合金他）

鋳鉄部門 ：自動車部品、建設機械部品、合金鉄製造用の鋳型等　各種鋳物

製品

金型・工具部門：各種金型および金型部品、各種特殊工具、完成バイト、付刃バ

イト、精密バイト、一般切削工具

　

(7) 主要な営業所および工場（平成23年３月31日現在）

特殊鋼部門 当社本社：東京都千代田区岩本町一丁目10番５号

　 支店 ：大阪（大阪府大阪市）、名古屋（愛知県名古屋市）

　 営業所 ：北関東（群馬県太田市）

　 製造所 ：富山製造所（富山県射水市）

　 ㈱カムス：北関東テクノセンター（群馬県太田市）

　 　 ：中部テクノセンター（愛知県瀬戸市）

鋳鉄部門 　 ：高周波鋳造株式会社・八戸工場（青森県八戸市）

金型・工具部門 　 ：高周波精密株式会社・市川工場（千葉県市川市）

　

(8) 従業員の状況（平成23年３月31日現在）

①　企業集団の従業員の状況

部 門 の 名 称 従 業 員 数

特 殊 鋼 738名

鋳 鉄 225名

金 型 ・ 工 具 125名

合 計 1,088名

　

②　当社の従業員の状況

従 業 員 数 前期比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

492名 -16名 40才０ヶ月 17年５ヶ月

（注）　上記従業員数には、出向者40名を含んでおりません。
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(9) 重要な親会社および子会社の状況（平成23年３月31日現在）

①　親会社との関係

　当社の親会社は株式会社神戸製鋼所で、同社は当社の株式を51.67％所有してお

ります。当社は同社から軸受鋼の二次加工を受託し、これを納入しております。

　また、同社からは社外取締役１名、社外監査役１名が就任しております。

　

②　重要な子会社の状況

会 社 名 資本金 議決権比率 主要な事業内容

高 周 波 鋳 造 株 式 会 社 400百万円 100 ％ 鋳鉄製品の製造・販売

高 周 波 精 密 株 式 会 社 400　 100 　
金型、工具・機械部品等
の製造、販売

株 式 会 社 カ ム ス 300　 100 　
各種鋼材の加工・販売、
金属の熱処理、表面処理

エヌケイ精工株式会社 80　 100 　

金属の熱処理、酸洗、伸
線、引抜、センタレス等
の加工、鍛造品の製造、
加工および販売

株式会社東北コアセンター 10　 (100) 　
鋳物用中子の製造、鋳鉄
製品の加工

（注）　上記の重要な子会社はすべて連結対象子会社であります。なお、株式会社東
北コアセンターは高周波鋳造株式会社を通じての間接子会社であり、括弧内
は間接子会社としての議決権比率を示しております。

　

(10)当社の主要な借入先および借入額（平成23年３月31日現在）

借 入 先 借入金残高

コベルコフィナンシャルセンター株式会社 5,200　 百万円
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２．当社の概況（平成23年３月31日現在）
　
(1) 株式に関する事項

①　発行可能株式総数 240,000,000株

②　発行済株式の総数 146,615,840株

　　　　　　　　　　　　（自己株式260,334株を除く）

　　（注）自己株式については失念株式1,000株が含まれております。　

③　株主数 15,213名

④　大株主

株 主 名 持 株 数 持株比率

株 式 会 社 神 戸 製 鋼 所 75,753千株 51.67％

浅 井 産 業 株 式 会 社 2,712　 1.85　

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 1,606　 1.10　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 1,430　 0.98　

豊 田 通 商 株 式 会 社 1,100　 0.75　

多　　　　　田　　　　　　　　　　　　　勉 698　 0.48　

日 本 証 券 金 融 株 式 会 社 694　 0.47　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口１) 629　 0.43　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口６) 558　 0.38　

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口３) 555　 0.38　

　（注）持株比率は自己株式(260千株)を控除して計算をしております。

　

⑤　その他株式に関する重要な事項

　該当事項はありません。



－ 11 －

(2) 会社役員の状況

①　取締役および監査役の状況（平成23年３月31日現在）

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

取締役社長
(代表取締役)

大 西 功 一 　

常務取締役
(代表取締役)

田 中 慶 壽 総務部、管理部、関係会社の担当(兼)管理部長

常務取締役 永 尾 卓 己
グループ技術部門・品質保証部門の総括および富
山製造所長
エヌケイ精工株式会社代表取締役社長　

常務取締役 古 瀬 　 司 営業本部長(兼)同本部条鋼営業部長

常務取締役 林 田 敬 一 営業本部副本部長(兼)同本部工具鋼営業部長

取 締 役 久留島　靖　章
グループ環境防災部門の総括および富山製造所副
所長(兼)同製造所技術部長

社外取締役
(非常勤)

平 賀 範 明
株式会社神戸製鋼所　鉄鋼事業部門線材条鋼商品
技術部長　

監 査 役
(常　勤)

伊 藤 俊 介 　

監 査 役
(非常勤)

竹 内 誠 一 　

社外監査役
(非常勤)

田 渕 啓 仁 　

社外監査役
(非常勤)

西 村 　 悟
株式会社神戸製鋼所　鉄鋼事業部門鉄鋼総括部担
当部長　

（注）1.　取締役　平賀範明氏は会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
2.　監査役　田渕啓仁、西村悟の両氏は会社法第２条第16号に定める社外監査

役であります。
3.　当社は監査役　田渕啓仁氏を株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立

役員として指定し、同取引所に届け出ております。



－ 12 －

4.　事業年度中に退任した役員は次のとおりであります。

退任時の地位 氏 名
退任時の担当および重要な兼職

の状況
退任年月日

取締役社長
(代表取締役）

池 田 辰 雄 　
平成22年６月25日
任期満了による退任

監 査 役
（常　勤）

小 玉 幸 男 　
平成22年６月25日　
辞任による退任　

社外監査役
(非常勤)

大 西 隆 志
株式会社神戸製鋼所　鉄鋼事
業部門線材条鋼営業部長

平成22年６月25日
辞任による退任

社外監査役
(非常勤)

渦 川 博 司
株式会社神戸製鋼所　経営企
画部担当部長

平成22年６月25日
辞任による退任

　

②　当該事業年度に係る取締役および監査役の報酬等の額

区 分 人 数 報酬等の額

取 締 役
(内 社 外 取 締 役)

８名
（１名）

118,275千円
（180千円）

監 査 役
(内 社 外 監 査 役)

７名
（４名）

25,785千円
（3,825千円）

合 計 15名 144,060千円

（注）1.　上記には、平成22年６月25日開催の第85回定時株主総会終結の時をもって
退任した取締役１名および監査役３名（うち社外監査役２名）を含んでお
ります。

2.　取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりま
せん。

3.　上記支給額のほか、使用人兼務取締役の使用人給与相当額7,920千円を支払
っております。

4.　上記支給額のほか、平成20年６月25日開催の第83回定時株主総会における
役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給の決議に基づく退職慰労金
として、退任取締役１名に対し30,680千円を支払っております。

5.　株主総会の決議による取締役の報酬限度額は年額245百万円であります。
（平成２年６月28日開催の第65回定時株主総会決議）

6.　株主総会の決議による監査役の報酬限度額は年額44百万円であります。
（平成６年６月29日開催の第69回定時株主総会決議）

7.　上記支給額のほか、平成20年６月25日開催の第83回定時株主総会において、
役員退職慰労金制度の廃止に伴う打ち切り支給が承認可決され、実際の退
任日に支給されます。その対象者は第83期末時点の取締役（退任取締役を
除く）４名で、退任時に支払われる予定の退職慰労金の上限額は、総額
44,650千円となります。
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(3) 社外役員に関する事項

①　取締役　平賀範明

ア　他の法人等の業務執行者との重要な兼職に関する事項

株式会社神戸製鋼所 鉄鋼事業部門線材条鋼商品技術部長　

同社は当社の株式を51.67％保有する当社の親会社であります。　

イ　他の法人等の社外役員等との重要な兼職に関する事項

神鋼特殊鋼線（平湖）有限公司 董事

神鋼線材加工（佛山）有限公司 董事

江陰法爾勝杉田弾簧製線有限公司 董事

Mahajak Kyodo Co.,Ltd. 社外取締役

Kobe CH Wire(Thailand)Co.,Ltd. 社外取締役

神鋼ボルト株式会社 社外取締役

当社と各法人との間に重要な取引関係はありません。

ウ　主要取引先等特定関係事業者との関係

　該当事項はありません。

エ　当該事業年度における主な活動状況

　取締役会は21回開催中16回出席し、必要に応じ、主に技術に関する経験・見

地から発言を行っております。

オ　責任限定契約の内容の概要

　　該当事項はありません。

カ　当社の親会社または親会社の子会社から当事業年度の役員として受けた報酬

等の額

　該当事項はありません。

　

②　監査役　田渕啓仁

ア　他の法人等の業務執行者との重要な兼職に関する事項

該当事項はありません。  

イ　他の法人等の社外役員等との重要な兼職に関する事項

該当事項はありません。 　

ウ　主要取引先等特定関係事業者との関係

　該当事項はありません。

エ　当該事業年度における主な活動状況

　取締役会は15回開催中14回出席し、監査役会は10回開催中10回出席し、必要

に応じ取締役の職務が適正に執行されるよう質問、助言を行っております。
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オ　責任限定契約の内容の概要

　当社と監査役田渕啓仁氏は、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する

契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法

第425条第１項に定める額としております。

カ　当社の親会社または親会社の子会社から当事業年度の役員として受けた報酬

等の額

　該当事項はありません。

　

③　監査役　西村悟

ア　他の法人等の業務執行者との重要な兼職に関する事項

株式会社神戸製鋼所 鉄鋼事業部門鉄鋼総括部担当部長

　同社は当社の株式を51.67％保有する当社の親会社であります。　

イ　他の法人等の社外役員等との重要な兼職に関する事項

該当事項はありません。

ウ　主要取引先等特定関係事業者との関係

　該当事項はありません。

エ　当該事業年度における主な活動状況

　取締役会は15回開催中12回出席し、監査役会は10回開催中９回出席し、必要

に応じ取締役の職務が適正に執行されるよう質問、助言を行っております。

オ　責任限定契約の内容の概要

　該当事項はありません。

カ　当社の親会社または親会社の子会社から当事業年度の役員として受けた報酬

等の額

　該当事項はありません。

　

(4) 会計監査人の状況

①　名称　　井上監査法人

②　報酬等の額

区 分 支 払 額

当社および子会社が会計監査人に支払うべき報酬等の合計額 18百万円

当社が会計監査人に支払うべき会計監査人としての報酬等の額 18百万円

（注）　当社と会計監査人との間の監査契約において、「会社法」に基づく監査と金
融商品取引法に基づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区
分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しております。

　

③　非監査業務の内容

　該当事項はありません。
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④　会計監査人の解任または不再任の決定の方針

　当社は、会社法第340条に定める監査役会による会計監査人の解任のほか、原則

として、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、

監査役会の同意または請求により、会計監査人の解任または不再任に関する議案

を株主総会に提案いたします。

　

３．会社の業務の適正を確保するための体制および方針
　
　当社は、株式会社の業務の適正を確保するために必要な体制に関し、取締役会に

おいて次のとおり決議しております。

　

①　取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保する

ための体制

　会社の業務執行が全体として適正かつ健全に行われるため、取締役会は企業統

治を一層強化する観点から、実効性ある内部統制システムの構築と会社による全

体としての法令定款遵守の体制の確立に努める。会社内にコンプライアンス委員

会を設置し、法令定款その他の社内規則および社会通念などを遵守した行動をと

るための基本方針および重要事項を定め、その周知徹底と遵守の推進を図る。法

令定款違反、社内規則違反あるいは社会通念に反する行為などの情報が経営者に

正しく伝わる制度（内部通報システム）により、通報者の保護を図るとともに透

明性を維持した的確な対処の体制を整備する。

　

②　財務報告の適正性確保のための体制整備

　「財務報告に係る内部統制基本規程」に従い財務報告の適正性を確保するため

の社内体制を整備する。

　

③　取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

　取締役会および経営会議等重要事項を審議する会議体における議事の経過の要

領およびその結果については、法令および社内規程の定めるところに従って議事

録を作成し、適切に保存・管理する。重要事項に係る決裁書等、職務の執行にか

かわる重要な文書等については、適切に作成・保存・管理する。

　

④　損失の危険の管理に関する規程その他の体制

　会社業務に関するリスク情報の収集と分析を行い、リスクを網羅的・統括的に

管理し、必要に応じ適切な会議体において確認評価し、その対処方針を審議・決

定する。
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⑤　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

　社内規程に基づく職務権限・意思決定ルールにより、適正かつ効率的に職務の

執行が行われる体制を整備する。

　

⑥　当該株式会社ならびにその親会社および子会社から成る企業集団における業務

の適正を確保するための体制

　関係会社の経営については「関係会社管理規程」に従い、その自主性を尊重し

つつ、重要な意思決定に際しては当社主管部門と協議または報告を行うこととす

る。当社コンプライアンス委員会がグループ企業全体のコンプライアンスを統括・

推進する。同時にグループ各社は、それぞれ業務の適正の確保に必要なコンプラ

イアンス体制を整備する。

　

⑦　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する事項

　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合には、監査役の

職務遂行を補助するための使用人を監査室に置く。

　

⑧　前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項

　当該使用人の人事異動および業績評価については、監査役と協議する。

　

⑨　取締役および使用人が監査役に報告するための体制その他監査役への報告に関

する体制

　取締役および使用人は、職務執行に関して重大な法令、定款違反もしくは不正

行為の事実、または会社に著しい損害をおよぼすおそれある事実を知ったときは、

遅滞なく監査役会に報告する体制を整備する。取締役および使用人は、職務執行

に関して監査役会および監査役から要請があった場合は、監査役会および監査役

に職務の執行状況について報告する体制を整備する。

　

⑩　その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　代表取締役は、監査役と可能なかぎり会合を持ち、業務報告とは別に会社運営

に関する意見の交換のほか、意思の疎通を図るものとする。取締役会は、業務の

適正を確保するうえで重要な業務執行の会議への監査役の出席を確保する。

　

　

　

　

　事業報告中の記載金額および株数は、表示単位未満の端数を切り捨てております。
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連 結 貸 借 対 照 表
（平成23年３月31日現在）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 41,773 百万円 負 債 の 部 23,436 百万円

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

預 け 金

受取手形及び売掛金

製 品

仕 掛 品

原材料及び貯蔵品

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有形固定資産

建物及び構築物

機械装置及び運搬具

土 地

建 設 仮 勘 定

そ の 他

無形固定資産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

長 期 貸 付 金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

21,828

188

481

8,669

2,578

5,640

3,881

270

132

△13

19,944

18,396

3,382

6,120

8,507

169

216

86

71

15

1,461

940

7

228

318

△33

　

流 動 負 債 16,966 　

支払手形及び買掛金 7,993 　

短 期 借 入 金 5,877 　

長期借入金(１年以内返済) 86 　

未 払 金 257 　

未 払 費 用 1,797 　

未 払 法 人 税 等 93 　

賞 与 引 当 金 399 　

そ の 他 462 　

固 定 負 債 6,469 　

長 期 借 入 金 121 　

退職給付引当金 3,180 　

役員退職慰労引当金 76 　

土地再評価に係る
繰 延 税 金 負 債

2,370 　

繰 延 税 金 負 債 0 　

そ の 他 719 　

純 資 産 の 部 18,336 　

株 主 資 本 17,469 　

資 本 金 15,669 　

資 本 剰 余 金 1,728 　

利 益 剰 余 金 105 　

自 己 株 式 △33 　

その他の包括利益累計額 866 　

その他有価証券評価差額金 132 　

土地再評価差額金 734 　

資 産 合 計 41,773 　 負債・純資産 合計 41,773 　
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連 結 損 益 計 算 書

（平成22年４月１日から）平成23年３月31日まで

科 目 金 額
　 百万円 百万円

売 上 高     　 39,822　

売 上 原 価     　 35,550　

売 上 総 利 益     　 4,271　

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費     　 3,420　

営 業 利 益     　 851　

営 業 外 収 益     　     　

受 取 利 息 及 び 配 当 金 30　     　

受 取 賃 貸 料 45　     　

保 険 配 当 金 39　     　

助 成 金 収 入 16　     　

そ の 他 の 収 益 114　 246　

営 業 外 費 用     　     　

支 払 利 息 65　     　

売 上 債 権 売 却 損 27　     　

出 向 者 人 件 費 負 担 金 36　     　

休 業 費 用 26　     　

支 払 補 償 費 26　     　

そ の 他 の 費 用 68　 250　

経 常 利 益     　 847　

特 別 利 益     　     　

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 5　 5　

特 別 損 失     　     　

固 定 資 産 処 分 損 105　     　

ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 1　     　

災 害 に よ る 損 失 66　     　

環 境 対 策 費 22　 196　

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益     　 656　

法人税、住民税及び事業税 65　     　

法 人 税 等 調 整 額 △238　 △172　

少数株主損益調整前当期純利益     　 828　

当 期 純 利 益     　 828　
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連結株主資本等変動計算書

（平成22年４月１日から）平成23年３月31日まで
（単位：百万円）

　

株 主 資 本 その他の包括利益累計額

純資産
合 計資本金

資 本
剰余金

利 益
剰余金

自己株式
株主資本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

土地再評価
差 額 金

その他の
包括利益
累 計 額
合 計

前 期 末 残 高 15,669 1,728 △723 △30 16,644 154 734 888 17,533

連結会計年度中の変動額                                     

当 期 純 利 益         828     828             828

自 己 株 式 の 取 得             △3 △3             △3

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額(純額)

                    △21 － △21 △21

連結会計年度中の変動額合計 － － 828 △3 825 △21 － △21 803

当 期 末 残 高 15,669 1,728 105 △33 17,469 132 734 866 18,336
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連　結　注　記　表
　

連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記
　
1.　連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　　　　　　　　５社
主要な連結子会社の名称：高周波鋳造㈱、高周波精密㈱、㈱カムス

　
2.　持分法の適用に関する事項

持分法を適用していない関連会社１社（㈱北熱）は、連結純損益及び利益剰余
金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法
の適用範囲から除外しております。

　
3.　会計処理基準に関する事項
(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法
1)　有価証券
イ)．満期保有目的の債券 ………… 償却原価法（定額法）
ロ)．その他有価証券

時価のあるもの …………… 期末日の市場価格等に基づく時価法
　 （評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）
時価のないもの …………… 移動平均法による原価法

2)　たな卸資産 ……………………… 通常の販売目的で保有するたな卸資産
　 主として総平均法による原価法（貸借対照

表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ
の方法により算定）

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法
1)　有形固定資産 ……………………

（リース資産を除く）
主として定率法（当社富山製造所の機械及
び装置は定額法）によっております。ただ
し、平成10年４月１日以降取得した建物（建
物附属設備を除く）については、定額法に
よっております。

2)　無形固定資産 ……………………
（リース資産を除く）

定額法を採用しております。
なお、自社利用のソフトウエアについては、
社内における利用可能期間（５年）に基づ
く定額法を採用しております。
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3)　リース資産 ……………………… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に
係るリース資産

　 リース期間を耐用年数とし、残存価額を零
とする定額法を採用しております。

　 なお、所有権移転外ファイナンス・リース
取引のうち、リース取引開始日が平成20年
３月31日以前のリース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっております。

(3) 重要な引当金の計上基準
1)　貸倒引当金 ……………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討して回収不能見込額を計上
しております。

2)　賞与引当金 ……………………… 従業員に対する賞与の支払に充てるため、
将来の支給見込額に基づき計上しておりま
す。

3)　退職給付引当金 ………………… 従業員の退職給付に備えるため、当連結会
計年度末における退職給付債務及び年金資
産の見込額に基づき計上しております。
過去勤務債務については、その発生時に一
括処理しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15
年）による定額法により、翌連結会計年度
から費用処理することとしております。

4)　役員退職慰労引当金 …………… 役員の退職に際し支給する退職金に充てる
ため、内規に基づく期末要支給額を計上し
ております。

(4) その他連結計算書類の作成のための重要な事項
1)　消費税等の会計処理 …………… 税抜方式によっております。
2)　連結納税制度を適用しております。

(5) 連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更
（資産除去債務に関する会計基準の適用）
　　当連結会計年度より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第
18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」
(企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
　なお、これによる損益に与える影響はありません。　
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表示方法の変更
　
（連結損益計算書）
　　当連結会計年度より、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号
平成20年12月26日）に基づき、「会社法施行規則、会社計算規則等の一部を改正す
る省令」（平成21年３月27日　平成21年法務省令第７号）を適用し、「少数株主損
益調整前当期純利益」の科目で表示しております。
　

追加情報
　
　　当連結会計年度より、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第25
号　平成22年６月30日）を適用しております。
　

連結貸借対照表に関する注記
　
1.　有形固定資産の減価償却累計額　…………… 47,398百万円
　
2.　土地の再評価　……………… 「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31

日公布　法律第34号）及び「土地の再評価に関す
る法律の一部を改正する法律」（平成13年３月31
日公布　法律第19号）に基づき、事業用の土地の
再評価を行い、当該再評価差額に係る税金相当額
を「土地再評価に係る繰延税金負債」として負債
の部に、これを控除した金額を「土地再評価差額
金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　……………… 「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年
３月31日公布　政令第119号）第２条第４号に定め
る地価税法の時価（路線価）に合理的な調整を行
って算定する方法によって算出しております。

再評価を行った年月日　…… 平成14年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

…… △1,993百万円
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連結株主資本等変動計算書に関する注記
　
1.　連結会計年度の末日における発行済株式の種類及び総数

普通株式 146,876,174株
　
2.　剰余金の配当に関する事項
 　 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計

年度となるもの
　　次のとおり、決議を予定しております。

決 議 株式の種類
配当金の
総額

(百万円)
配当の原資

１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効力発生日

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 　　 　219 利益剰余金 1.5 平成23年３月31日平成23年６月29日

　

金融商品に関する注記
　
1.　金融商品の状況に関する事項
(1) 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、設備投資については自己資金にて行なうことを原則としてお
ります。資金の運用・調達については、神戸製鋼所グループのキャッシュ・マネ
ジメント・サービスに参加しており、一時的な余資の預け入れや短期的な運転資
金は同サービスにより調達しております。デリバティブは一切利用しておらず、
投機的な取引は行わない方針であります。

　
(2) 金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。
　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、そのうち上場
株式については、市場価格の変動リスクに晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが６ヶ月以内の支払期日
であります。
　借入金は運転資金の調達を目的としたものであります。このうち一部は、金利
の変動リスクに晒されております。

　
(3) 金融商品に係るリスク管理体制
1)　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　当社は、営業規程に従い、営業債権について、各営業部が主要な取引先の状
況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するととも
に、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。
連結子会社についても、同様の管理を行っております。
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2)　市場リスク（金利等の変動リスク）の管理
　当社及び連結子会社は、借入金については短期が大半であり、金利について
は、リスクヘッジ手段を講じておりません。
　投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況
等を把握し、また、市況や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に
見直しております。　

3)　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）
の管理

　当社は、各部署からの報告に基づき担当部署が適時に資金繰計画を作成・更
新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスクを管理しておりま
す。連結子会社においても同様の管理を行っております。

　
2.　金融商品の時価等に関する事項
　平成23年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及
びこれらの差額については、次のとおりであります。
 （単位：百万円）

 連結貸借対照表
計上額（＊）

時価（＊） 差 額

(1) 現金及び預金 188 188 －

(2) 預け金 481 481 －

(3) 受取手形及び売掛金 8,669 8,669 －

(4) 投資有価証券 417 417 －

(5) 支払手形及び買掛金 (7,993) (7,993) －

(6) 短期借入金 (5,877) (5,877) －

(7) 長期借入金（１年以内返済を含む） (208) (208) 0

（＊）　負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

　

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

(1) 現金及び預金、(2) 預け金 並びに (3) 受取手形及び売掛金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。

(4) 投資有価証券

これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

負　債

(5) 支払手形及び買掛金、並びに (6) 短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価

額によっております。
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(7) 長期借入金（１年以内返済を含む）

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定さ

れる利率で割り引いて算定する方法によっております。

（注２）非上場株式（連結貸借対照表計上額523百万円）は、市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・

フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められることから、

「(4) 投資有価証券」には含めておりません。

　

１株当たり情報に関する注記
　
1.　１株当たり純資産額　…………………………………… 125円 7銭
2.　１株当たり当期純利益　………………………………… 5円65銭
　

その他の注記
　
　記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（平成23年３月31日現在）

科 目 金 額 科 目 金 額

資 産 の 部 35,969 百万円 負 債 の 部 17,038 百万円

流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
預 け 金
受 取 手 形
売 掛 金
製 品
仕 掛 品
原材料及び貯蔵品
前 払 費 用
繰 延 税 金 資 産
未 収 入 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有形固定資産
建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車輌及び運搬具
工具器具及び備品
土 地
建 設 仮 勘 定

無形固定資産
施 設 利 用 権
ソ フ ト ウ エ ア

投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
出 資 金
関係会社長期貸付金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

17,345
78
145
372

6,142
1,363
5,343
3,367

59
153
199
127
△10

18,624
15,311
2,427
326

5,202
23
106

7,102
121
58
6
52

3,254
914

1,688
1

360
153
162
△25

　

流 動 負 債 12,973 　

支 払 手 形 284 　

買 掛 金 5,271 　

短 期 借 入 金 5,200 　

リ ー ス 債 務 9 　

未 払 金 242 　

未 払 費 用 1,500 　

未 払 法 人 税 等 39 　

未 払 消 費 税 等 74 　

賞 与 引 当 金 220 　

そ の 他 131 　

固 定 負 債 4,064 　

リ ー ス 債 務 22 　

退職給付引当金 1,732 　

土地再評価に係る
繰 延 税 金 負 債

1,842 　

長 期 預 り 金 428 　

そ の 他 38 　

純 資 産 の 部 18,931 　

株 主 資 本 19,032 　

資 本 金 15,669 　

資 本 剰 余 金 1,728 　

資 本 準 備 金 1,728 　

利 益 剰 余 金 1,668 　

利 益 準 備 金 146 　

その他利益剰余金 1,521 　

繰越利益剰余金 1,521 　

自 己 株 式 △33 　

評価・換算差額等 △101 　

その他有価証券評価差額金 130 　

土地再評価差額金 △231 　

資 産 合 計 35,969 　 負債・純資産合計 35,969 　
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損 益 計 算 書

（平成22年４月１日から）平成23年３月31日まで

科 目 金 額
　 百万円 百万円

売 上 高     　 28,589　

売 上 原 価     　 26,427　

売 上 総 利 益     　 2,162　

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費     　 1,711　

営 業 利 益     　 450　

営 業 外 収 益     　     　

受 取 利 息 及 び 配 当 金 74　     　

受 取 賃 貸 料 273　     　

助 成 金 収 入 5　     　

そ の 他 の 収 益 130　 483　

営 業 外 費 用     　     　

支 払 利 息 65　     　

出 向 者 人 件 費 負 担 金 94　     　

休 業 費 用 10　     　

貸 与 資 産 減 価 償 却 費 142　     　

そ の 他 の 費 用 85　 397　

経 常 利 益     　 536　

特 別 利 益     　     　

貸 倒 引 当 金 戻 入 額 5　 5　

特 別 損 失     　     　

固 定 資 産 処 分 損 58　     　

ゴ ル フ 会 員 権 評 価 損 1　     　

災 害 に よ る 損 失 6　     　

環 境 対 策 費 12　 79　

税 引 前 当 期 純 利 益     　 461　

法人税、住民税及び事業税 △95　     　

法 人 税 等 調 整 額 △189　 △284　

当 期 純 利 益     　 746　
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株主資本等変動計算書

（平成22年４月１日から）平成23年３月31日まで
（単位：百万円）

　

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産
合 計

資本金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計

その他
有価証
券評価
差額金

土 地
再評価
差額金

評価・
換 算
差額等
合 計

資 本
準備金

資 本
剰余金
合 計

利 益
準備金

その他
利 益
剰余金 利 益

剰余金
合 計繰 越

利 益
剰余金

前 期 末 残 高 15,669 1,728 1,728 146 775 921 △30 18,289 154 △231 △77 18,212

事 業 年 度 中 の 変 動 額                                                 

当 期 純 利 益                 746 746     746             746

自 己 株 式 の 取 得                         △3 △3             △3

株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
事業年度中の変動額(純額)

                                △23 － △23 △23

事業年度中の変動額合計 － － － － 746 746 △3 742 △23 － △23 718

当 期 末 残 高 15,669 1,728 1,728 146 1,521 1,668 △33 19,032 130 △231 △101 18,931
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個　別　注　記　表
　

重要な会計方針に係る事項に関する注記
　
1.　資産の評価基準及び評価方法
(1) 有価証券

満期保有目的の債券 ……………… 償却原価法（定額法）
子会社株式及び関連会社株式 …… 移動平均法による原価法
その他有価証券

時価のあるもの …………… 期末日の市場価格等に基づく時価法
（評価差額は全部純資産直入法により処理
し、売却原価は移動平均法により算定）

時価のないもの …………… 移動平均法による原価法
(2) たな卸資産 ………………………… 通常の販売目的で保有するたな卸資産

　 総平均法による原価法（貸借対照表価額は
収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に
より算定）

　
2.　固定資産の減価償却の方法

有形固定資産 ………………………
（リース資産を除く）

定率法を採用しております。ただし、富山
製造所の機械及び装置並びに平成10年４月
１日以降取得した建物（建物附属設備は除
く）については、定額法を採用しておりま
す。

無形固定資産 ………………………
（リース資産を除く）

定額法を採用しております。なお、自社利
用のソフトウエアについては、社内におけ
る利用可能期間（５年）に基づく定額法を
採用しております。

リース資産 ………………………… 所有権移転外ファイナンス・リース取引に
係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零
とする定額法を採用しております。
なお、所有権移転外ファイナンス・リース
取引のうち、リース取引開始日が平成20年
３月31日以前のリース取引については、通
常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処
理によっております。
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3.　引当金の計上基準
(1) 貸倒引当金 ………………………… 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については貸倒実績率により、貸倒
懸念債権等特定の債権については個別に回
収可能性を検討して回収不能見込額を計上
しております。

(2) 賞与引当金 ………………………… 従業員に対する賞与の支払に充てるため、
将来の支給見込額に基づき計上しておりま
す。

(3) 退職給付引当金 …………………… 従業員の退職給付に備えるため、当事業年
度末における退職給付債務及び年金資産の
見込額に基づき計上しております。
過去勤務債務については、その発生時に一
括処理しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（15
年）による定額法により、翌事業年度から
費用処理することとしております。

　
4.　その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項
(1) 消費税等の会計処理 ……………… 税抜方式によっております。
(2) 連結納税制度を適用しております。

　
重要な会計方針の変更
　
(資産除去債務に関する会計基準の適用）
　 当事業年度より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号　平
成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。
　 なお、これによる損益に与える影響はありません。　
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貸借対照表に関する注記
　
1.　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権　……………………………… 3,782百万円
短期金銭債務　……………………………… 1,621百万円
長期金銭債権　……………………………… 360百万円

　
2.　有形固定資産の減価償却累計額　……………… 41,085百万円
　
3.　保証債務の明細

被保証者 保 証 金 額 被保証債務の内容

㈱ カ ム ス 671百万円 コベルコフィナンシャルセンター
㈱に対する子会社債務についての
経営指導念書の差入れ高 周 波 精 密 ㈱ 213百万円

合　　　　　計 885百万円  　　　　　　　－

　
4.　土地の再評価　……………… 「土地の再評価に関する法律」（平成10年３月31

日公布　法律第34号）及び「土地の再評価に関す
る法律の一部を改正する法律」（平成13年３月31
日公布　法律第19号）に基づき、事業用の土地の
再評価を行い、当該再評価差額に係る税金相当額
を「土地再評価に係る繰延税金負債」として負債
の部に、これを控除した金額を「土地再評価差額
金」として純資産の部に計上しております。

再評価の方法　……………… 「土地の再評価に関する法律施行令」（平成10年
３月31日公布　政令第119号）第２条第４号に定め
る地価税法の時価（路線価）に合理的な調整を行
って算定する方法によって算出しております。

再評価を行った年月日　…… 平成14年３月31日
再評価を行った土地の期末における時価と再評価後の帳簿価額との差額

…… △1,993百万円
　
損益計算書に関する注記
　
関係会社との取引高
 営業取引による取引高　　 　

売上高　……………………………………… 13,083百万円
仕入高　……………………………………… 6,681百万円

 営業取引以外の取引高　………………………… 　613百万円
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株主資本等変動計算書に関する注記
　
自己株式に関する事項
当事業年度の末日における自己株式の種類及び株式数
普通株式 259,334株

　

税効果会計に関する注記
　
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（繰延税金資産） 　

貸倒引当金 4百万円
賞与引当金 89
退職給付引当金 704
臨時償却費否認額 83
税務上の繰越欠損金 1,500
その他 236
繰延税金資産小計 2,619
評価性引当額 △2,235
繰延税金資産合計 383

（繰延税金負債）  
その他有価証券評価差額金 76
繰延税金負債合計 76
繰延税金資産の純額 307
土地再評価に係る繰延税金負債 1,842

　

リースにより使用する固定資産に関する注記
　
貸借対照表に計上した固定資産のほか、所有権移転外ファイナンス・リース契約に
より使用している主要な固定資産として機械及び装置（工作機械及び検査機器）、
工具器具及び備品（電子計算機）、車輌及び運搬具（乗用車）があります。
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関連当事者との取引に関する注記
　
1.　親会社及び法人主要株主等

種類 会社等の名称 所在地 資本金 事業の内容
議 決 権 等
の 所 有
(被所有)割合

関連当事者との関係

親会社
株式会社
神戸製鋼所

兵庫県
神戸市
中央区

百万円 鉄鋼、非鉄、
機械などの
製造販売

（被所有）
直接

51.8％

㈱神戸製鋼所製品の購入
並びに当社製品の販売233,313

　
取引内容 取引金額 科目 期末残高

営業取引

原材料等の購入
百万円

買掛金
百万円

4,893 1,399

その他 82 － －

特殊鋼製品等
の販売

8,265 売掛金 1,693

営業取引以
外の取引

システム運用
支援収益　他

91 － －

（注）1.　上記の金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておらず、期末残高
には消費税等が含まれております｡

2.　取引条件及び取引条件の決定方針等
(1) 原材料の購入については、市場の実勢価格をみて価格交渉の上、決定

しております。
(2) 特殊鋼製品等の販売については、市場価格、総原価を勘案して当社希

望価格を提示し、価格交渉の上、一般的取引条件と同様に決定してお
ります。

　
2.　子会社及び関連会社等

種類 会社等の名称 所在地 資本金 事業の内容
議 決 権 等
の 所 有
(被所有)割合

関連当事者との関係

子会社
株式会社
カムス

群馬県
太田市

百万円 各種鋼材の加
工・販売、金属
の熱処理、表面
処理

 所有
 直接

100％

当社製品の販売及び熱処
理業務
債務保証　
役員の兼任

300

　
取引内容 取引金額 科目 期末残高

営業取引以
外の取引

債務保証
百万円

671
　
－

　
－

　(注)　取引条件及び取引条件の決定方針等
　　　　　㈱カムスのコベルコフィナンシャルセンター㈱よりの運転資金の借入れに
　　　　　つき、債務保証を行ったものであり、保証料の受領は行っておりません。
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3.　兄弟会社等

種類 会社等の名称 所在地 資本金 事業の内容
議 決 権 等
の 所 有
(被所有)割合

関連当事者との関係

同一の親
会社をも
つ会社

コベルコフィナ
ンシャルセンタ
ー株式会社

東京都
品川区

百万円 金銭貸借、出
納､ 債権の売買
等の金融業務

なし
グループの資金効率向上のた
め、余資を預入れ及び運転資
金の借入れ

25

　
取引内容 取引金額 科目 期末残高

営業取引以
外の取引

余資の預入れ 百万円 預け金 百万円

199 145
余資の預入れに
伴う受取利息

0 － －

運転資金の借入れ 5,807 短期借入金 5,200

運転資金の借入れ
に伴う支払利息

46 － －

（注）1.　預け金と短期借入金の取引金額については、期中平均残高を記載してお
ります。

2.　取引条件及び取引条件の決定方針等
余資の預入れ及び運転資金の借入れに対する利息については、市場金利
を勘案の上、コベルコフィナンシャルセンター㈱より提示を受けて決定
しております。

　

１株当たり情報に関する注記
　
1.　１株当たり純資産額　………………………………… 129円12銭
2.　１株当たり当期純利益　……………………………… 5円 9銭
　

その他の注記
　
　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

　
独立監査人の監査報告書

　

　 平成23年５月10日　

　 日本高周波鋼業株式会社 　

　 取 締 役 会　御中 　

　 　 　

　 井　上　監　査　法　人 　

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士 萱 嶋 秀 雄 

業務執行社員 公認会計士 三 宅 正 彦 
　

　 　
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、日本高周波鋼業株
式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の連
結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。この連結計算書類の
作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重
要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。
監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適
用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連
結計算書類の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結
果として意見表明のための合理的な基礎を得たと判断している。
　
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当
と認められる企業会計の基準に準拠して、日本高周波鋼業株式会社及び連
結子会社から成る企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。
　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に
より記載すべき利害関係はない。

以　上
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会計監査人の監査報告書　謄本

　 独立監査人の監査報告書 　

　 平成23年５月10日　

　 日本高周波鋼業株式会社 　

　 取 締 役 会　御中 　

　 　 　

　 井　上　監　査　法　人 　

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士 萱 嶋 秀 雄 

業務執行社員 公認会計士 三 宅 正 彦 
　

　 　
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、日本高周波
鋼業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第86期事業
年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。この計
算書類及びその附属明細書の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任
は独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明するこ
とにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準
に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその
附属明細書に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ること
を求めている。監査は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計
方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め
全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することを含んで
いる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を
得たと判断している。
　
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において
一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及
びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点に
おいて適正に表示しているものと認める。
　
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定に
より記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査役会の監査報告書　謄本

　 監　査　報　告　書 　

　 　当監査役会は、平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第86期事業年
度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、
審議の結果、監査役全員の一致した意見として、本監査報告書を作成し、以下
のとおり報告いたします。
　
１．監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施
状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、
職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を
図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、取締役会その他
重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及
び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、事
業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合すること
を確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要な
ものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関
する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統
制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況に
ついて定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしま
した。子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報
の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。以上の方
法に基づき、当該事業年度に係わる事業報告及びその附属明細書について検
討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施して
いるかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況に
ついて報告を受け必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行なわれることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28
日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて
説明を求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸
借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附
属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主
資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
一　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正
しく示しているものと認めます。

二　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反す
る重大な事実は認められません。

三　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。
また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職
務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
　会計監査人井上監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

　

　

　 平成23年５月12日 　

　 日本高周波鋼業株式会社　監査役会 　

　

常勤監査役 伊 藤 俊 介 

監査役 竹 内 誠 一 

社外監査役 田 渕 啓 仁 

社外監査役 西 村 　 悟 
　

　

　 　 　

以　上　
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　株主総会参考書類
　

議案および参考事項

第１号議案　剰余金の処分の件

　当社は、業績の水準や配当性向とともに、持続的成長のための投資資金として

の内部留保も考慮し、安定的・継続的な配当を行うことを方針としております。

第86期の期末配当につきましては、当期の業績ならびに企業体質の強化を勘案い

たしまして、次のとおりといたしたいと存じます。

１．配当財産の種類　

　金銭

２．株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額

　当社普通株式１株当たり金１円50銭　　　　総額　219,925,260円

３．剰余金の配当が効力を生じる日

　平成23年６月29日　
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第２号議案　取締役８名選任の件

　取締役７名全員は、本総会終結の時をもって任期満了となります。

　つきましては、経営体制を強化するため取締役を１名増員いたしたく、取締役

８名の選任をお願いするものであります。

　取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位、担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

１

お お

大
に し

西
こ う

功
い ち

一
（昭和22年７月16日生）

昭和46年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成６年４月　同社鉄鋼事業本部生産本部加古

川製鉄所技術部技術企画室長

平成７年１月　同社鉄鋼事業本部生産本部加古

川製鉄所計画室長

平成７年10月　同社鉄鋼事業本部加古川製鉄所

計画管理部長

平成11年４月　同社鉄鋼カンパニー生産本部生

産技術部長

平成12年６月　同社鉄鋼部門生産本部生産技術

部長(理事)

平成13年10月　同社鉄鋼部門鉄鋼総括部技術総

括担当理事

平成14年６月　同社執行役員

平成16年４月　同社常務執行役員

平成19年４月　同社専務執行役員

平成22年４月　当社顧問

平成22年６月　当社代表取締役社長

(現在に至る)

16,000株

２

た

田
な か

中
よ し

慶
ひ さ

壽
（昭和24年９月10日生）

昭和49年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成10年４月　同社鉄鋼事業本部企画管理部担

当部長

平成11年４月　同社経営企画部企画担当部長

平成14年１月　当社管理部長

平成15年12月　当社管理部長(兼)総務部長(兼)

新分野開発室長

平成16年４月　当社管理部長

平成16年６月　当社取締役　

平成19年６月　当社常務取締役

平成20年６月　当社代表取締役常務取締役

平成23年４月　当社代表取締役常務取締役　総

務部、管理部、関係会社の担当

　　　　　　　(現在に至る)

29,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位、担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

３

なが

永
お

尾
たく

卓
み

己
（昭和27年12月21日生）

昭和51年４月　当社入社

平成12年４月　当社富山製造所品質保証室長

平成13年４月　当社富山製造所製造部長

平成14年11月　当社工具鋼本部製造部長

平成15年６月　当社工具鋼本部副本部長(兼)同

本部製造部長(兼)同本部製造部

生産管理室長

平成16年６月　当社取締役

平成19年６月　当社常務取締役

平成20年10月　当社常務取締役　グループ技術

部門・品質保証部門の総括およ

び富山製造所長

　　　　　　　(現在に至る)

(重要な兼職の状況）

エヌケイ精工株式会社代表取締役社長 

28,000株

４

こ

古
せ

瀬 　
つかさ

司

（昭和26年10月３日生）

昭和50年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成７年５月　同社鉄鋼事業本部海外事業企画

部副部長

平成11年４月　同社鉄鋼カンパニー企画管理部

担当部長

平成13年６月　同社人事労政部付（KOBE STEEL

USA INC.）

平成18年１月　当社条鋼本部副本部長 (部長格)

平成18年６月　当社取締役

平成20年６月　当社常務取締役

平成23年４月　当社常務取締役　営業本部長

　　　　　　　(現在に至る)

43,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位、担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

５

はやし

林
だ

田
け い

敬
い ち

一
（昭和27年３月31日生）

昭和51年４月　当社入社

平成13年４月　当社富山製造所工具鋼技術部長

(兼)同部工具鋼技術室長

平成14年４月　当社工具鋼本部技術部長(兼)同

部技術室長

平成17年４月　当社工具鋼本部副本部長(兼)技

術部長

平成17年６月　当社取締役

平成21年６月　当社常務取締役

平成23年４月　当社常務取締役　営業本部副本

部長（兼）大阪支店長（兼）研

究開発の管掌

(現在に至る)

28,000株

６

く

久
る

留
し ま

島
や す

靖
あ き

章
（昭和30年11月２日生）

昭和55年４月　当社入社

平成16年４月　当社富山製造所品質保証室長(部

長格）

平成18年７月　当社富山製造所製造部圧延室長

(部長格)

平成20年４月　当社富山製造所副所長(兼)同所

製造部長(兼)業務部長

平成20年６月　当社取締役

平成23年４月　当社取締役　グループ環境防災

部門の総括および富山製造所副

所長（兼）同所製造部長

(現在に至る)

32,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位、担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

７

や ま

山
な

名 　
ひさし

壽
（昭和31年12月10日生）

昭和56年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成11年６月　同社鉄鋼カンパニー鋳鍛鋼事業

部鋳鍛鋼工場製造部素材室長

平成13年４月　同社鉄鋼部門生産本部加古川製

鉄所技術研究センター製鋼研究

開発室長

平成14年４月　同社鉄鋼部門神戸製鉄所銑鉄・

製鋼部製鋼技術室長

平成15年４月　同社鉄鋼部門神戸製鉄所銑鉄・

製鋼部長

平成17年４月　同社鉄鋼部門鋳鍛鋼事業部鋳鍛

鋼工場製造部長

平成18年４月　同社鉄鋼部門鋳鍛鋼事業部鋳鍛

鋼工場長

平成20年４月　当社富山製造所製造部担当部長

平成20年６月　当社富山製造所製造部長

平成23年４月　当社富山製造所技術部長

(現在に至る)

9,000株
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位、担当および
重 要 な 兼 職 の 状 況

所有する当社
株 式 の 数

８

ひ ら

平
が

賀
の り

範
あ き

明
（昭和33年３月25日生）

昭和56年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成６年１月　同社鉄鋼事業本部生産本部神戸

製鉄所圧延部圧延室長

平成８年４月　同社鉄鋼事業本部加古川製鉄所

熱延・線材部線材室長

平成14年４月　同社鉄鋼部門神戸製鉄所条鋼技

術部条鋼技術室長

平成17年４月　同社鉄鋼部門鉄鋼総括部担当部

長

平成17年５月　同社鉄鋼部門鉄鋼総括部付

(KOBE STEEL ASIA PTELTD.)

平成17年９月　同社鉄鋼部門鉄鋼総括部付(神鋼

線材加工(佛山)有限公司)

平成20年７月　同社鉄鋼部門線材条鋼商品技術

部担当部長(兼)同部門海外事業

推進部担当部長

平成21年４月　同社鉄鋼部門線材条鋼商品技術

部長

平成21年６月　当社非常勤取締役

　　　　　　　(現在に至る)

平成22年４月　株式会社神戸製鋼所鉄鋼事業部

門線材条鋼商品技術部長　

(現在に至る)

0株

（注）1.　各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。

2.　平賀範明氏は社外取締役候補者であります。

3.　平賀範明氏は、鉄鋼会社における豊富な経験・実績、見識を有し、社外取

締役として当社経営に資するところが大きいと判断し、候補者としており

ます。なお、同氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって

２年であります。

　

なお、会社法施行規則第74条に定める、取締役の選任に関する議案に記載すべ

き事項につきましては、上記の他に特記すべき事項はありません。
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第３号議案　監査役２名選任の件

　現監査役のうち、伊藤俊介、西村悟の両氏は本総会終結の時をもって任期満了
となりますので、監査役２名の選任をお願いするものであります。
　監査役候補者は次のとおりであります。
　なお、本議案の提出につきましては、予め監査役会の同意を得ております。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日）

略歴、地位および
重要な兼職の状況

所有する当社
株 式 の 数

１

お

緒
が た

方
た み

民
お

生
（昭和24年２月28日生）

昭和42年３月　当社入社

平成10年４月　当社営業本部富山営業所長

平成13年１月　当社金型・工具本部金型・工具

営業部担当次長

平成13年６月　高周波精密株式会社転籍

平成15年４月　同社営業部名古屋営業所長

平成17年６月　同社営業部長（兼）東京営業所

長

平成18年６月　同社取締役

　　　　　　　(現在に至る)　

0株

２

に し

西
む ら

村 　
さとし

悟
(昭和37年３月21日生)

昭和61年４月　株式会社神戸製鋼所入社

平成11年１月　同社鉄鋼事業本部線材条鋼営業

部線材・銑鉄室主任部員

平成11年４月　同社鉄鋼カンパニー営業本部線

材条鋼営業部線材・銑鉄室主任

部員

平成12年４月　同社鉄鋼カンパニー営業本部線

材条鋼営業部大阪線材・銑鉄室

主任部員

平成12年６月　同社鉄鋼部門営業本部線材条鋼

営業部大阪線材・銑鉄室長　

平成13年10月　同社鉄鋼部門線材条鋼営業部大

阪線材・銑鉄室長

平成16年７月　同社鉄鋼部門線材条鋼営業部線

材・銑鉄室長

平成19年６月　同社鉄鋼部門鉄鋼総括部付

（Kobe CH Wire(Thailand)

Co.,Ltd.）

平成22年５月　同社鉄鋼事業部門鉄鋼総括部担

当部長

　　　　　　　(現在に至る）

平成22年６月　当社非常勤監査役

(現在に至る)

0株



－ 46 －

（注）1.　各監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2.　監査役候補者　緒方民生氏は平成23年６月17日をもって高周波精密株式会

社を任期満了により退任される予定であります。　
3.　西村悟氏は社外監査役候補者であります。
4.  西村悟氏を社外監査役候補者とした理由は、当社の親会社である株式会社

神戸製鋼所において鉄鋼会社の業務の経験を重ねてきており、その経験か
ら職務を適切に遂行できるものと判断したためであります。なお、同氏の
当社社外監査役就任期間は、本総会終結の時をもって１年であります。

　
なお、会社法施行規則第76条に定める、監査役の選任に関する議案に記載すべ
き事項につきましては、上記の他に特記すべき事項はありません。
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第４号議案　補欠監査役１名選任の件

　法令に定める社外監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役１名の選

任をお願いするものであります。

　なお、本選任につきましては、就任前に限り、監査役会の同意を得て、取締役会の

決議によりその選任を取り消すことができるものとさせていただきます。

　また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　補欠の監査役候補者は、次のとおりであります。

氏 　 　 名
（生 年 月 日）

略 歴 、 地 位 お よ び
重　要　な　兼　職　の　状　況

所有する当社
株 式 の 数

じょう

城
の

之
お

尾
た つ

辰
み

美
(昭和15年４月26日生)

昭和34年４月　熊本国税局総務部採用

平成５年７月　東京国税局調査第一部調査情報課

長

平成７年７月　同局調査第一部調査管理課長

平成８年７月　同局調査第一部次長

平成９年７月　同局調査第三部長

平成10年７月　同局退職

平成10年８月　城之尾税理士事務所開設

　　　　　　　（現在に至る）

平成19年６月　テレビ東京ブロードバンド株式会

社非常勤監査役

　　　　　　　（現在に至る）　

平成20年６月　ニチアス株式会社非常勤監査役

　　　　　　　（現在に至る）　

0株

（注）１．候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

２．城之尾辰美氏は、補欠の社外監査役候補者であります。

３．城之尾辰美氏を補欠の社外監査役候補者とした理由は、次のとおりであり

ます。

　　城之尾辰美氏の長年の税理士としての経験に培われた税務知識を、同氏が

監査役に就任された場合に、当社の監査体制に活かしていただくため、補

欠の社外監査役としてお願いするものであります。

４．城之尾辰美氏が監査役に就任した場合には、会社法第427条第１項の規定に

基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結する予定

であります。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第

１項に定める最低責任限度額としております。

　

以　上　
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インターネットでの議決権行使について
　
1.　インターネットによる議決権行使に際して、ご了承いただく事項
　
　議決権をインターネットにより行使される場合は、次の事項をご了承の上、行使
していただきますよう、お願い申し上げます。

　
１）インターネットによる議決権行使は、当社の指定する議決権行使サイト（下記

URLをご参照下さい）をご利用いただくことによってのみ可能です。なお、イン
ターネットにより、議決権を行使される場合は、招集ご通知同封の議決権行使
書用紙に記載の議決権行使コードおよびパスワードが必要となります。

２）今回ご案内する議決権行使コードおよびパスワードは、本総会に関してのみ有
効です。次の総会の際には、新たに議決権行使コードおよびパスワードを発行
いたします。

３）書面とインターネットにより、二重に議決権を行使された場合は、インターネ
ットの行使を有効な行使としてお取扱いいたします。

４）インターネットで複数回数議決権行使をされた場合は、最後の行使を有効な行
使としてお取扱いいたします。

５）インターネットに関する費用（プロバイダ接続料金・通信料金等）は、株主様
のご負担となります。

　
2.　インターネットによる議決権行使の具体的方法
　
１）http://www.it-soukai.com/またはhttps://daiko.mizuho-tb.co.jp/にアクセス

して下さい。
行使期間中の午前３時～午前５時は上記URLにアクセスすることができません。

２）議決権行使コードおよびパスワードを入力し、「ログイン」ボタンを押して下
さい。
議決権行使コードおよびパスワードは、招集ご通知同封の議決権行使書用紙右
下に記載しております。

３）画面の案内に従い、議決権を行使して下さい。
　
3.　ご利用環境
　

◎パソコン Windows機種
　 (PDA、携帯電話、ゲーム機には対応しておりません｡）
◎ブラウザ MicrosoftInternetExplorer5.5以上
◎インターネット環境 プロバイダとの契約などインターネットが利用できる

環境
◎画面解像度 1024×768以上をご推奨いたします。
＊Microsoft、Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。
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4.　セキュリティーについて
　

行使された情報が改竄・盗聴されないよう暗号化（SSL128bit）技術を使用してお
りますので、安心してご利用いただけます。
また議決権行使書用紙に記載された議決権行使コードとパスワードは、株主様ご
本人を認証する重要なものです。他人に絶対知られないようご注意下さい。
当社より株主様のパスワードをお問い合わせすることはございません。

　
5.　お問い合わせ先について
　
１）議決権電子行使に関するパソコン等の操作方法等に関する専用お問い合わせ先

みずほ信託銀行　証券代行部　インターネットヘルプダイヤル
電話　0120－768－524　　（フリーダイヤル）
（受付時間　9:00～21:00　土日休日を除く）

　
２）上記１）以外のお問い合わせ先

みずほ信託銀行　証券代行部
電話　0120－288－324　（フリーダイヤル）
（受付時間　9:00～17:00　土日休日を除く）

　
以　上
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メモ欄
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メモ欄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　



株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図
（開催場所が昨年と異なります）

　
会場：東京都千代田区丸の内三丁目２番１号

東京會舘　11階　「シルバールーム」
TEL (03)3215－2111
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交通 ＪＲ線

地下鉄

有楽町駅　　　国際フォーラム口　　　　　　　　　　　　　　　　徒歩５分

東京メトロ千代田線「二重橋前駅」　最寄改札からＢ５出口まで　　徒歩２分

東京メトロ有楽町線「有楽町駅」　　最寄改札からＢ５出口まで　　徒歩３分

東京メトロ日比谷線「日比谷駅」　　最寄改札からＢ５出口まで　　徒歩６分

都営地下鉄三田線　「日比谷駅」　　最寄改札からＢ５出口まで　　徒歩３分

駐車場の用意がございませんので、公共の交通機関をご利用くださいますようお願い

申し上げます。


